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事業の背景 

身体に障害がある方は、危険だから自動車運転は出来ない、運転しないほうがよいなど、理解不足に

よる声が未だに聞こえてくる社会ではありますが、私たちは適切なリハビリテーションと、適正な免許

手続きによって、「身体に障害があっても、安全に自在に自動車を運転することが出来る」ことを広く

社会に対して啓発する事業を行っています。その一環として、身体障害のあるドライバーによる耐久レ

ースに出場しています。 

 

事業概要 

 耐久レースは、複数のドライバーが交代を繰り返しながら、最長１２時間を走りきるレース競技です。

また、健常者ドライバーと違い、障害のあるドライバーは障害の程度や部位によって、様々な運転補助

装置を使用しなくてはなりませんが、通常、運転補助装置は一人のドライバーに合わせて製作される装

置であり、１台の車に複数の障害用の運転補助装置を装着することはありません。そこで、私たちは障

害者用運転補助装置の第１人者である有限会社フジオートと共同して、下肢障害、上肢障害、左右片麻

痺などがあっても、運転可能となる装置を製作し実戦使用しています。このようなレース車輌は、日本

で１台しかない、大変貴重なものであると同時に、レースに出場したい夢を持っている身体障害者の夢

を実現できる、唯一のレースカーであると自負しています。 

 

製作の実際 

 運転補助装置については、モータースポーツという極限の世界での使用という点から、信頼性の高い

小金井市の有限会社フジオートへ依頼し、手動運転装置、左アクセル装置、左右旋回グリップ、など複

数の障害に対応する装置を組み合わせて取り付けました。 

 そのほか、エンジンキー、ウィンカー、ライトなどのハンドル周辺のスイッチ類を、前部窓上部に移

設し、左右どちらの上肢障害であっても、瞬時に操作できるよう改造を行いました。また、障害のある

ドライバーは事故や車輌火災発生時の緊急脱出に難があることから、車室内及びエンジンルーム内に自

動消火装置を設けるとともに、緊急脱出時にハンドルが邪魔になることから、ハンドルを前方へ倒せる

機構を搭載し、チェアウォーカーであっても、迅速に自力で車外へ脱出できるよう配慮されています。 

 

将来展望 

私たちは、前述のとおり「障害があっても安全に、そして自在に自動車を運転できる」をレース活動を

通じて表現しています。また、モータースポーツに挑戦したいと夢見ている人たちをこれからも応援し

てゆきます。 

  


